
最上川中流 蔵岡地区(角間沢川）住民説明会【概要】 平成31年3月17日開催

１．概要

□「蔵岡地区（角間沢川)におけるH30.8.6出水を踏まえた治水対策」について、3月17日に住民説明会を実施。
□県・国から「H30.8.6出水を踏まえた治水対策案（輪中堤）の検討」「ｹﾞｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟの機能強化（発動発電機室の設置）」「土砂堆

積等への対応」について説明。
□輪中提案で理解を得られたことから、今後、村・県・国が連携して治水対策を進めていく。

２．参加者

□ 蔵岡地区住民 （77世帯中、51世帯（55名）が参加）
□ 戸沢村 村長ほか３名
□ 山形県 県土整備部 参事兼河川課長 ほか1名

最上総合支庁 １名
□ 国交省 河川部河川調査官、

新庄河川事務所長 ほか６名
※ 取材マスコミ ＴＶ４社、新聞７社 計１１社

３．主な意見・コメント等

□住民の声 ・輪中堤整備後は、苗を下ろしたり、タンクホースが届かないなど農作業が難しくなる。
・輪中堤の草刈りなど維持管理までしてほしい。
・輪中堤の中に水が溜まるが、その排水はどうなるのか。

□新庄河川 ・発動発電機室の設置等について、用地調査・詳細設計に加え、地権者への方々への説明に移らせていただく。
・計画の進捗については、県・村と連携して節目節目で、皆様に伝わるようにする。
・最上川の水位を低下させる河道掘削工事は、間もなく契約となる見込み。

□山形県 ・輪中堤は、農業の利便性を考慮して計画し、県が管理する。
・輪中堤内に降った雨についても、詳細設計時に改めて検討する。
・今後、設計を行い、秋くらいに詳細を提示したい。

□戸沢村 ・細かい詰めは今後必要となるが、輪中堤で進んでもらう。村としては要望などをしていく。
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